
　血統＆配合のポイント 
 数々の活躍馬を輩出した父SS系×母の父トニービン。 
父アグネスタキオンはベストな選択と断言できる。   
 
 
母の父が1994年のリーディングサイアー・トニービン、祖母の父がブライアンズタイムな
どの父ロベルト、曽祖母の父が歴史的名種牡馬のノーザンダンサー。絶え間なく一流の
配合が施されてきたこの母系。これにサンデーサイレンス系が注入されたら、さらに魅力
が増すことは必然であり、同系の中で今もっとも実績と能力を兼備したアグネスタキオン
を父に迎えた本馬は、一流を追求した夢の逸材と言っても過言ではない。しかも、父サン
デーサイレンス系に母の父トニービンの組み合わせといえば、ダービー馬アドマイヤベガ、
有馬記念でディープインパクトを破ったハーツクライ、エリザベス女王杯（G1）を連覇し
たアドマイヤグルーヴ、またリンカーンやドリームパスポートなど、活躍馬の宝庫である。
本馬と同じ父アグネスタキオン×母の父トニービンという血統構成を持つ馬にも、キャプ
テントゥーレ（皐月賞・Jpn1）やショウナンタキオン（新潟2歳S・Jpn3）がおり、配合面に
おける信頼度は非常に高い。さらに三冠牝馬を輩出した母系背景。文句なしに大舞台を
意識していい逸材だ。アグネスタキオン産駒は、芝ダート不問のオールマイティー性がセー
ルスポイントだが、同産駒の母の父トニービンに限定すれば、芝22勝に対して、ダート4勝。
圧倒的に芝向きのデータが出ているとなれば、やはり目標はクラシック。特にオークス馬
が2頭も出ているファミリーならば、東京芝2400mの日本ダービーが視野に入る。 

新時代を象徴する待望のスーパーサイヤー。 
無傷の4連勝で一冠目の皐月賞（Jpn1）を制覇し、“サンデーサイレンスの最高傑作”と言
われたものの、直後の故障により、僅か4戦で引退。未完の大器を惜しむ声は少なくなかっ
たが、それから10年も経たずに、種牡馬として大輪を咲かせた。2006年、2007年と2年連
続で2歳リーディングサイアーに輝き、今年2008年は総合ランキングで1位を快走中。ポス
トサンデーサレンス争いにピリオドを打つ、といわんばかりに活躍馬を次々と輩出している。
特に今春はキャプテントゥーレが皐月賞（Jpn1）を勝ち、ディープスカイがNHKマイルC（Jpn1）
と日本ダービー（Jpn1）を連覇。名実ともに不動の存在になりつつある。 
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［主な活躍馬］ 
エイジアンウインズ：ヴィクトリアマイル（Jpn1）、阪神牝馬S（G2） 
サクセスブロッケン：ジャパンダートダービー（Jpn1） 
タスカータソルテ：札幌記念（Jpn2）、京都新聞杯（Jpn2）、中京記念（G3） 
トーホウアラン：京都新聞杯（Jpn2）、中日新聞杯（Jpn3） 
デアリングハート：府中牝馬S（G3）2回、クイーンS（Jpn3） 
マッキーマックス：ダイヤモンドS（Jpn3） 
エイシンツルギザン：ニュージーランドT（Jpn2） 
テンザンセイザ：京都新聞杯（Jpn2）、京阪杯（G3）  
◆関西、いや日本の競馬を担う「名匠」としての存在感を年々輝かせている。07年は6年連続の20勝超
はもとより、JRA最高勝率調教師のタイトルを獲得。名実ともに一流の仲間入りを果たすと、今春には念
願のG1タイトルホースを2頭輩出。まさに旬の時を迎えている。豊富な乗馬経験者を中心に厩舎、牧場
がまさにひとつのチームとなり、藤原イズムがスタッフに浸透し、その馬づくりの手腕は特筆のひとこと。
RRAプロデュース馬は師自身が中心に募集馬を選んでおり、チームタイキから活躍馬誕生に機は熟した。 

藤原英昭調教師（栗東） 
1965年6月 29日生　滋賀県出身◆2001年開業　JRA通算203勝 （重賞16勝）　※通算成績等は2008年9月 15日現在 

フローラルレディの０7年産 1 父：アグネスタキオン　母の父：トニービン 

 

種牡馬 

ハーツクライ 

キャプテントゥーレ 

Floral Lady’07

府中の夢舞台を快走するために生まれてきた逸材が伝説を築く。 

下河辺牧場　下河辺行雄氏のコメント 
 
母は3歳三冠牝馬スティルインラブの半妹です。スティルインラブが早逝して

しまったので、当牧場の根幹牝馬として大きな期待を寄せています。この血統

に藤原調教師がいち早く着目してくれたのは頼もしい限りですね。本馬は筋

骨隆々で骨格もしっかりしており、現時点で文句のつけようはありません。筋

肉のつき方にメリハリがあり、無駄な肉が付かないタイプのようなので、見た

目以上に中身は伴っていると思います。飛節の角度も深すぎず浅すぎず、ちょ

うど良いですね。祖母ブラダマンテ譲りで本馬も気性が勝っている部分はあり

ますが、普段は人間に従順でおとなしく言うことを聞いてくれます。ハートのコ

ントロールが出来る賢さがあり、それがこの血統の走る理由かも知れません。

放牧地ではリーダーシップを取っていて、今の走り方はパワータイプの印象で

す。順調に成長してくれれば、2歳秋から王道の路線を歩んでくれるでしょう。

血統も馬体の雰囲気も距離はクラシックディスタンスがいいと思っています。 

アグネスタキオン ＡｇｎｅｓＴａｃｈｙｏｎ 父 

©上田美貴子 

全400口◆総額：4,000万円／1口出資金 ：100,000円 

ディープスカイ 

◆競走成績 
2～3歳時、中央4戦4勝。皐月賞
（JPN1）、弥生賞（JPN2）、ラジオた
んぱ杯3歳S（JPN3） 
◆種牡馬成績 
05年2歳リーディング2位、05年ファーストク
ロップ1位、06年2歳リーディング1位、07年
2歳リーディング1位 
◆代表産駒 
ディープスカイ：日本ダービー（JPN1）、
NHKマイルC（JPN1）、キャプテントゥー
レ：皐月賞（JPN1）、ダイワスカーレット：
桜花賞（JPN1）、秋華賞（JPN1）、エリ
ザベス女王杯（G1）、ロジック：NHKマイ
ルC（JPN1）、アドマイヤオーラ：弥生賞
（JPN2）、京都記念（G2）、シンザン記念
（JPN3）、アドマイヤコマンド：青葉賞
（JPN2）、レインボーペガサス：きさらぎ
賞（JPN3）、ショウナンタレント：フラワー
C（JPN3）、ショウナンタキオン：新潟2
歳S（JPN3）、リトルアマポーラ：クイーン
C（JPN3）、マイネカンナ：福島牝馬S（G3）、
アグネスアーク：天皇賞・秋（G1）2着 

　ご承知の通りアグネスタキオン産駒は大活躍をしています。特に当歳時から評判になるような馬は必ずといっていいほど走っ

ています。この馬に関しては、文句なくそれだけの素質がある馬で、すべての面において水準以上のものを持っていると確信し

ています。当歳時に自分で見て選んだ馬ですから、その責任の大きさも感じていますので、しっかりと仕上げてクラシックロードに

乗せたいと思います。皐月賞、ダービーという大舞台を意識して調教を積んでいくつもりですよ。馬体にしろ、柔らかい動きにしろ、

現状でも合格点。あとは順調に成長してくれれば、自然と結果がついてくるはず。とにかく期待していてください。 

自信を持って選んだ理由はすべてにおいて素質を感じたからです。 

母系の解説 

Agnes Tachyon 
アグネスタキオン 
1998年　栗毛 

Floral Lady 
フローラルレディ 
1997年　栗毛 

Sunday Silence 
サンデーサイレンス 
1986年　青鹿毛 

Agnes Flora 
アグネスフローラ 
1987年　鹿毛 

Tony Bin 
トニービン 
1983年　鹿毛 

Bradamante 
ブラダマンテ 
1986年　栗毛 

Halo 
ヘイロー 

Wishing Well 
ウィッシングウェル 

 
ロイヤルスキー 

 アグネスレディー 

 カンパラ 

Severn Bridge 
セヴァーンブリッジ 

Roberto 
ロベルト 

Sulemeif 
スレマイフ 

Hail to Reason

Cosmah 

Understanding 

Mountain Flower 

Raja Baba 

Coz o'Nijinsky 

リマンド 

イコマエイカン 

Kalamoun 

State Pension 

Hornbeam 

Priddy Fair 

Hail to Reason 

Bramalea 

Northern Dancer 

Barely Even

Turn-to 
Nothirdchance 
Cosmic Bomb 
Almahmoud 
Promised Land 
Pretty Ways 
Montparnasse 
Edelweiss 
Bold Ruler 
Missy Baba 
Involvement 
Gleam 
Alcide 
Admonish 
Sallymount 
ヘザーランズ 
ゼダーン 
Khairunissa 
オンリーフオアライフ 
Lorelei 
Hyperion 
Thicket 
Preciptic 
Campanette 
Turn-to 
Nothirdchance 
Nashua 
Rarelea 
Nearctic 
Natalma 
Creme dela Creme 
Dodge Me

インブリード：Hail to Reason 4×4

母系 
フローラルレディ Floral Lady

２勝。本馬は第２仔 

母 *トニービン Tony Bin母の父 

祖母 *ブラダマンテ Bradamante
米国産，不出走。産駒 

スティルインラブ：最優秀３歳牝馬，５勝，オークス-JPN1，桜花賞-JPN1，秋華賞-
JPN1，紅梅Ｓ-OP，エリザベス女王杯-JPN1 ２着，チューリップ賞-JPN3 ２着，
府中牝馬Ｓ-JPN3 ３着 

ビッグバイアモン：３勝，ラジオたんぱ賞-JPN3，ほうせんか賞，プリンシパルＳ-OP
３着，神戸新聞杯-JPN2 ５着 

ダイワネバダ：２勝，滝桜賞，ラジオたんぱ賞-JPN3 ４着 
ブレッシング：１勝。産駒 
　　ピサノパテック：５勝，晩春Ｓ，立春賞，陸奥湾特別，白富士Ｓ-OP ２着，セントラ

イト記念-JPN2 ３着，○現 
カペルマイスター：２勝 
フローラルレディ：２勝 
ボビン：１勝 
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フローラルレディの０7年産 

フローラルレディの０7年産 

1

2007年3月 28 日生 

牡　栗毛 
 

生産：下河辺牧場 

栗東・藤原英昭厩舎予定 

 

 

父：アグネスタキオン　母の父：トニービン 

◆競走成績 
全欧古牡馬チャンピオン，2～5歳時，伊仏英日27
戦15勝，凱旋門賞-G1 
◆代表産駒 
ジャングルポケット（ダービー-JPN1，ジャパンC-G1），
ウイニングチケット（ダービー-JPN1），エアグルー
ヴ（オークス-JPN1，天皇賞・秋-G1） 
◆母の父として 
ハーツクライ（父*サンデーサイレンス：ドバイ シーマ 
クラシック-G1），アドマイヤベガ（父*サンデーサイレ
ンス：ダービー-JPN1），キャプテントゥーレ（父アグ
ネスタキオン：皐月賞-JPN1），ヴィクトリー（父*ブライ
アンズタイム：皐月賞-JPN1），アドマイヤドン（父*ティ
ンバーカントリー：フェブラリーS-G1），アドマイヤグルー
ヴ（父*サンデーサイレンス：エリザベス女王杯-G1） 
 
 
競走馬時代は、凱旋門賞などG1を計6つも優勝。欧州の古

馬中長距離路線で一時代を築いた。獲得G1勝利数もさる

ことながら、ひと際目を引くのが、生涯通じて一度も6着以下

がないという抜群の安定感。しかもそれは所属のイタリア国

内だけでなく、イギリス、フランス、そして日本へと世界中を

転戦した中での成績であり、いかなる条件でも能力を発揮

できた。その高い能力は、この日本で産駒へと伝えられ、な

んと27頭の重賞ウイナーを輩出し、獲得した重賞は全部で

61勝（うちG1が13勝）。1994年にはリーディングサイアーに

輝いた。近年は母の父としての存在感が増しており、2008

年9月現在で通算G1勝利数は10勝。自身が父として残した

数字を追い抜きそうな勢いである。 

三冠牝馬スティルインラブをはじめ、日本で5頭のオープン馬を輩出。 
2003年にメジロラモーヌ以来、史上2頭目の牝馬三冠に輝いたスティルインラブを輩出したことで一躍脚光を浴

びると、2007年のオークスでは、ローブデコルテが外国産馬として史上初めてクラシックを制覇。近年の日本競

馬界において、活力のある母系の1つとして数えられている。この2頭のG1馬の共通の祖であるのが本馬の曽祖

母であるスレマイフ。現役時にアメリカの芝重賞を勝った名牝だった。その影響だろうか。スレマイフの血を引き、

日本で競走生活を送っている馬たちの勝ち星を分析してみると、合計29勝のうち25勝を芝で獲得。クラシックウ

イナーを2頭も出している要因が少なからず感じられた。また活躍馬は2頭だけではない。10頭がJRAで勝利を獲

得し、うち5頭がオープン馬に出世。さらに、うち3頭が重賞ウイナーとなっている。質、量ともにトップクラスと言え

るだろう。クラシック戦線はもとより、芝の重賞レースにおいて活躍が期待できる背景にある。 

四代母 ベアリー イーヴン Barely Even
米17勝，アシュランドＳ，アスタリタＳ，ゴールデン ロッドＳ，ジャスミンＳ。産駒 

ワンオブアクライン One of a Klein：米２勝，オーク リーフＳ-G1，ハリウッド ス
ターレットＳ-G1 ３着 

*

曾祖母 スレマイフ  Sulemeif
米３勝，スワニー リヴァーＨ-G3，オーキッドＨ-G2 ３着。産駒 

ウィズオールプロバビリティ Withallprobability：米９勝，ボニー ミスＳ-G2，フォ
ワード ギャルＢＣＳ-G2，シカゴＢＣＨ-G3，ケンタッキー オークス-G1 ２着。産駒 

　　ウィズ アビリティ With Ability：米７勝，シクスティ セイルズＨ-G3，ネクスト 
ムーヴＨ-G3 

　　プロバブル コロニー Probable Colony：不出走。産駒 
　　　　サマー コロニー Summer Colony：米10勝，パーソナル エンスンＨ-

G1，ラ カナダＳ-G2，モリー ピッチャーＢＣＨ-G2，デラウェアＨ-G3 
キョウワアリシバ：５勝，水無月Ｓ，清滝特別，松前特別，朝日チャレンジＣ-JPN3 ３
着，ＮＺＴ４歳Ｓ-JPN2 ５着。種牡馬 

カラー オブ ゴールド Color of Gold：不出走。産駒 
　　ローブデコルテ：３勝，オークス-JPN1，紅梅Ｓ-OP，コスモス賞-OP ２着，阪急

杯-G3 ３着，桜花賞-JPN1 ４着，阪神ジュベナイルフィリーズ-JPN1 
４着，○現 

 

*

*

スティルインラブ 


